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（移動式クレーンに関する知識）

問 １ ジブが伸縮しない移動式クレーンで荷重をつり上げ、

ジブを起こした場合に、ジブを起こす前と比べたワイ

ヤロープの荷重の説明として、正しいものは次のうち

どれか。

（１）巻上げ用ワイヤロープにかかる荷重は小となる。

（２）巻上げ用ワイヤロープにかかる荷重は大となる。

（３）起伏用ワイヤロープにかかる荷重は小となる。

（４）起伏用ワイヤロープにかかる荷重は大となる。

（５）巻上げ用ワイヤロープ及び起伏用ワイヤロープに

かかる荷重は共に変わらない。

問 ２ 移動式クレーンの前方安定度を求める算式として、

正しいものは次のうちどれか。

（１）安定モーメント ÷ 転倒モーメント

（２）転倒モーメント ÷ 安定モーメント

（３）安定モーメント × 転倒モーメント

（４）安定モーメント ＋ 転倒モーメント

（５）安定モーメント － 転倒モーメント

問 ３ 移動式クレーンの走行体等についての説明として、

誤っているものは次のうちどれか。

（１）トラッククレーンは、上部旋回体の質量によって、

前輪は１軸～３軸、後輪は１軸～４軸となっている。

（２）一般のホイールクレーンは、前輪操向、後輪駆動

の機構になっている。

（３）ラフテレーンクレーンと呼ばれるものは、一般に、

２軸四輪駆動式で、操向は、四種類のモードを持っ

ている。

（４）クローラクレーンは、走行フレーム前部に遊動輪、

後部に起動輪を配してクローラを巻き、起動輪を駆

動させることにより走行フレームの下部ローラがク

ローラの上を転がって前進する。

（５）浮きクレーン用の下部走行体は、搭載されるクレ

ーンの能力に適合した浮力をもつ箱形の台船が用い

られる。

問 ４ 移動式クレーンに使用するワイヤロープに関する次

の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）「普通より」のワイヤロープとは、ストランドの

よりの方向とワイヤロープのよりの方向とが反対方

向であるワイヤロープをいう。

（２）ワイヤロープの太さは、ロープの外接円の直径で

表される。

（３）ワイヤロープをクリップ止めするときは、クリッ

プのナットが折り返した側（端末側）にくるように

する。

（４）新しい巻上げ用ワイヤロープを取り付けた直後は、

定格荷重の半分程度の荷重の荷をつって、巻上げ、

巻下げの操作を数回行いワイヤロープをならす。

（５）新しい巻上げ用ワイヤロープを巻上げドラムに巻

き込む場合、ロープにねじれが発生しないように巻

き込む。

問 ５ 移動式クレーンの構造部分に関する次の記述のうち、

誤っているものはどれか。

（１）トラック式台車は、一般に、つり上げ性能が１０

ｔ以下のものでは、トラックのシャシを補強して使

用されている。

（２）下部機構と上部旋回体の間に架装される旋回支持

体は、ボールベアリング式の構造のものが多く用い

られる。

（３）トラッククレーンのアウトリガーの作動は、ほと

んどが油圧式で、Ｈ形アウトリガーとＸ形アウトリ

ガーがある。

（４）移動式クレーンの構造を大別すると、下部機構、

上部旋回体及びフロントアタッチメントの三つの部

分に分けられる。

（５）クレーンフックの代わりに、グラブバケットを装

着するときは、バケットの開閉を行うためのタグラ

イン装置が必要である。



問 ６ 移動式クレーンのジブに関する次の記述のうち、正

しいものはどれか。

（１）ジブの材料には、一般に軟鋼板が使用される。

（２）ジブの伸縮方式としては、２段、３段、４段と順

次に伸縮する方式が用いられ、各段が同時に伸縮す

る方式は採用されない。

（３）ラチス構造ジブを継ぎ合わせる方法には、ボルト

で結合する方法と溶接で継ぐ方法がある。

（４）箱形構造ジブの伸縮は、ジブ内部に装着された伸

縮シリンダで行うが、ワイヤロープ又はチェーンを

併用するものもある。

（５）骨組構造でつくられているジブをラフイングジブ

という。

問 ７ 移動式クレーンの安全装置に関する次の記述のうち、

誤っているものはどれか。

（１）過負荷防止装置は、各傾斜角において、転倒モー

メントの大きさが安定モーメントの大きさに近づい

たとき、警報を発し、また定格荷重を超えたときは、

直ちに作動を停止させる機能をもつ装置である。

（２）巻過警報装置は、フックブロックの上端がポイン

トシーブに当たったとき直ちに警報を発するもので

なければならない。

（３）油圧式クレーンの油圧回路の安全弁は、巻過ぎを

防止するものではない。

（４）油圧式の移動式クレーンには、油圧の異常な低下

（ホースの破損等）によってつり荷の急激な降下等

を防止するために逆止め弁を備えている。

（５）ジブ倒れ止め装置は、ジブが後ろへ倒れるのを防

止するための支柱であって、ラチス構造ジブに装備

されている。
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問 ８ 下文中の 内に入れる用語として、正しいもの

は次のうちどれか。

「移動式クレーンの作業半径とは、 からフッ

クの中心よりおろした鉛直線までの水平距離をいう｡｣

（１）ジブ起伏ドラム中心

（２）フートピン中心

（３）アウトリガーフロート中心

（４）転倒支点

（５）旋回中心

問 ９ 移動式クレーンのブレーキ装置に関する次の記述の

うち、誤っているものはどれか。

（１）ブレーキバンドを締め付ける機構は、一般に油圧

シリンダを用いたものが多い。

（２）巻上装置の巻上ドラムには、安全のため、ブレー

キのほかにロック機構を備えている。

（３）ブレーキ装置は、クラッチドラムの外側をブレー

キバンドで締め付け、摩擦力でブレーキを効かせる

構造になっている。

（４）巻上ドラムのブレーキは、レバーを操作し、ブレ

ーキを解除しない限り自動的にブレーキが作用して

いる。

（５）旋回用ブレーキは、ディスクブレーキを用いてい

る機種もある。

問１０ クローラクレーン用台車に関する次の記述のうち、

誤っているものはどれか。

（１）クローラとは、鋳鋼または鍛鋼製のシューをエン

ドレス状につなぎ合わせたもの。

（２）クローラには、シューをリンクにボルトで取付け

る一体式と、シューをリンクにピンでつなぎ合わせ

る組立式がある。

（３）小型のクローラは、ゴム製のクローラを採用して

いるものもある。

（４）クローラのシューには、幅の狭いもの、広いもの

があり、シューを取り換えることにより接地圧を変

えることができる。

（５）クローラ中心距離が、大きいほど左右の踏んばり

（安定）がよい。



（原動機及び電気に関する知識）

問１１ 下文中の 内に入れる数字の組合せとして、正

しいものは次のうちどれか。

「４サイクルディーゼルエンジンは、吸入、圧縮、

燃焼、排気の１循環をピストンの４行程で行い、クラ

ンク軸が Ａ 回転し、カム軸が Ｂ 回転するうち

に Ｃ 回の動力を発生する。」

Ａ Ｂ Ｃ

（１）４ １ １

（２）４ ２ ２

（３）２ １ １

（４）２ ２ ２

（５）１ ３ ３

問１２ 移動式クレーンの油圧装置の説明として、誤ってい

るものは次のうちどれか。

（１）機械式や電気式に比べて、装置が小形でシンプル

にできる。

（２）力の向き、速さ及び大きさを小さい力で容易に操

作できる。

（３）無段変速や遠隔操作も可能で、逆止め弁によって

装置の破壊を防ぐことができる。

（４）機械式に比べ振動も少なく作動もスムーズである。

（５）分岐回路をもうけることにより動力の分配が容易

にできる。

問１３ エンジンの補機、装置に関する次の記述のうち、誤

っているものはどれか。

（１）過給器は、エンジンの出力を増加させるため、燃

料をシリンダ内に強制的に送り込む装置である。

（２）エアクリーナは、燃料の燃焼に必要な空気がシリ

ンダ内に吸い込まれるとき、じんあいを吸い込まな

いようにろ過する装置である。

（３）冷却装置は、燃焼が行われて高温になったシリン

ダを冷却するもので、空冷式と水冷式がある。

（４）タイミングギヤは、カム軸とクランク軸の間に組

み込まれており、吸、排気バルブの開閉を各行程が

必要とする時期に行わせる歯車装置である。

（５）フライホイールは、エンジンの燃焼行程のエネル

ギーを一時たくわえてクランク軸の回転を円滑にす

るためのもので、クランク軸後端に取り付けられる。
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問１４ 油圧装置の各部の名称とこれを構成する機器等との

組合せとして、誤っているものは次のうちどれか。

（１）附属機器 ……………… 油タンク

（２）附属機器 ……………… 圧力計

（３）油圧発生装置 ………… 油圧モータ

（４）油圧駆動装置 ………… 油圧シリンダ

（５）油圧制御装置 ………… 圧力制御弁

問１５ 油圧駆動装置に関する次の記述のうち、誤っている

ものはどれか。

（１）油圧シリンダは、油圧ポンプから送られてきた圧

油の力で直線運動を行わせる装置である。

（２）移動式クレーンでは、一般に複動形片ロッド式シ

リンダが使用される。

（３）移動式クレーンの荷の巻上げ、旋回、走行用に使

用される油圧モータには、一般にプランジャモータ

が使用される。

（４）移動式クレーンのジブの伸縮には、油圧シリンダ

が用いられ、ジブの起伏及びアウトリガーの張り出

しには、通常、油圧モータが用いられる。

（５）アキシャル形プランジャモータは、プランジャが

回転軸に対して同一方向に配列されている。

問１６ 油圧装置の作動油の外観とその対策等の組合せとし

て、誤っているものは次のうちどれか。

外 観 対 策

(１) 乳白色に変化して 水分を分離して使用する。
いる。

(２) 黒褐色に変化して 油を交換する。
いる。

(３) 透明であるが、色 粘度を調べて、よければ
が薄い。 そのまま使用する。

(４) 透明であるが、小 ろ過してから使用する。
さな黒点がある。

(５) 泡立っている。 水分を分離して使用する。



問１７ プランジャポンプに関する次の記述のうち、誤って

いるものはどれか。

（１）形式としては、ラジアル形とアキシャル形がある

が、移動式クレーンではアキシャル形斜板式が多く

使われる。

（２）プランジャポンプは、シリンダとプランジャのし

ゅう動部分が長く、このため油漏れが多い。

（３）高圧、大容量の脈動の少ない圧油が容易に得られ

る。

（４）可変容量形のものは、絞り弁、流量調節弁がなく

ても流量の加減ができる。

（５）歯車ポンプに比べて、構造が複雑で部品数が多い。

問１８ 油圧装置の各種制御弁に関するＡからＥまでの記述

について、正しいものの組合せは(１)～(５)のうちど

れか。

Ａ リリーフ弁は、油圧回路の油圧が設定した圧力

以上になるのを防止する制御弁である。

Ｂ 減圧弁は、油圧回路の一部を他よりも高い圧力

で使用する場合に用いられる弁である。

Ｃ シーケンス弁は、別々に作動する二つの油圧シ

リンダを同時に制御する場合に用いられる弁であ

る。

Ｄ カウンタバランス弁は、一方向の流れには設定

された背圧を与え、逆方向に流れないようにした

弁である。

Ｅ 絞り弁は、ハンドル操作により絞り部の開きを

変えて流量の調整を行う弁である。

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ｂ，Ｃ

（３）Ｃ，Ｄ

（４）Ｄ，Ｅ

（５）Ａ，Ｅ
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問１９ 感電に関する次の記述のうち、誤っているものはど

れか。

（１）送電線や配電線に近接した場所で移動式クレーン

を用いて作業を行う場合は、電線からの離隔距離を

守らなければならない。

（２）電線からの離隔距離は、電線の通電電流の大きさ

によって決められている。

（３）電気による火傷は、身体内部の深くまでおよぶこ

とが多く、高熱物に触れた場合よりも危険性が大き

い。

（４）人体を流れる電流の大きさは、人体の抵抗が小さ

くなればなるほど大きくなり、危険性も大きくなる。

（５）感電による被害の程度は、人体内の通電経路，通

電時間、健康状態等の条件により異なる。

問２０ 電気回路を流れる電流についての説明として、正し

いものはどれか。

（１）回路を流れる電流の大きさは、その回路の電圧に

反比例し、抵抗に比例する。

（２）回路を流れる電流の大きさは、その回路の電圧と

抵抗に反比例する。

（３）回路を流れる電流の大きさは、その回路の電圧に

比例し、抵抗に反比例する。

（４）回路を流れる電流の大きさは、その回路の電圧と

抵抗に比例する。

（５）回路を流れる電流の大きさは、次の式で表される。

抵 抗電 流 ＝ 電 圧



（関 係 法 令）

問２１ 移動式クレーンの運転及び玉掛けに関する資格等に

ついて次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）移動式クレーン運転士免許を有する者は、つり上

げ荷重５.０ｔのアンローダの運転ができる。

（２）小型移動式クレーン運転技能講習を修了した者は、

つり上げ荷重２.９ｔの浮きクレーンを運転できる。

（３）移動式クレーンの運転の業務に係る特別の教育を

修了した者は、つり上げ荷重０.９ｔの移動式クレー

ンを運転できる。

（４）玉掛け技能講習を修了した者は、つり上げ荷重

６.５ｔの移動式クレーンの玉掛けの業務を行なうこ

とができる。

（５）玉掛けの業務に関する特別の教育を修了した者は、

つり上げ荷重０.６ｔの移動式クレーンの玉掛けの業

務を行うことができる。

問２２ 移動式クレーンについて、その日の作業を開始する

前に行う点検項目として、法令に定められていないも

のは次のうちどれか。

（１）巻過防止装置の機能

（２）クラッチの機能

（３）過負荷警報装置の機能

（４）ブレーキの機能

（５）フック、グラブバケット等のつり具の損傷の有無

問２３ つり上げ荷重が５ｔの移動式クレーンの次の部分を

変更しようとするとき、所轄労働基準監督署長に移動

式クレーン変更届を提出する必要のないものはどれか。

（１）巻過防止装置を取り替える場合

（２）直径１８mmの巻上げ用ワイヤロープを１６mmのも

のに取り替える場合

（３）原動機を容量の大きいものに取り替える場合

（４）台車を取り替える場合

（５）ジブの一部の部材を取り替える場合
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問２４ つり上げ荷重が２０ｔの移動式クレーンにおいて、

使用検査の際に定格荷重が１５ｔの状態で荷重試験を

行うとき、つらなければならない荷重の荷として、正

しいものは次のうちどれか。

（１）１５.００ｔ

（２）１８.００ｔ

（３）１８.７５ｔ

（４）１９.０５ｔ

（５）２０.００ｔ

問２５ 下文中の 内に入れる法令に定められた数値と

して、正しいものは次のうちどれか。

「移動式クレーンの直働式の巻過防止装置は、フッ

ク、グラブバケット等のつり具の上面又は当該つり具

の巻上げ用シーブの上面とジブの先端のシーブ、その

他当該上面が接触するおそれのある物（傾斜したジブ

を除く｡)の下面との間隔が ｍ以上となるように

調整しておかなければならない。」

（１）０.５

（２）０.３

（３）０.２５

（４）０.０５

（５）０.０２５

問２６ 移動式クレーン運転士免許の取り消し事由とならな

いものは、次のうちどれか。

（１）移動式クレーンの運転に際し、重大な過失により

移動式クレーンの倒壊事故を発生させたとき。

（２）移動式クレーン運転士免許試験の受験について、

不正の行為があったとき。

（３）免許証を他人に譲渡したとき。

（４）免許証を他人に貸与したとき。

（５）免許証を滅失し、再交付を受けずにいたとき。



問２７ 移動式クレーン検査証に関する次の記述のうち、正

しいものはどれか。

（１）移動式クレーン検査証の交付者は、所轄労働基準

監督署長である。

（２）移動式クレーン検査証は、つり上げ荷重が５ｔ未

満の移動式クレーンについては交付されない。

（３）移動式クレーン検査証の有効期間は、原則として

３年である。

（４）移動式クレーンの使用を廃止したとき、設置者は

遅滞なく、移動式クレーン検査証を所轄労働基準監

督署長に返還しなければならない。

（５）移動式クレーンを設置している者に異動があった

ときは、当該異動後１月以内に、検査証書替申請書

に、移動式クレーン検査証を添えて、所轄労働基準

監督署長に申請し、書替えを受けなければならない。

問２８ つり上げ荷重が０.５ｔ以上の移動式クレーンの定

期に行う自主検査に関する次の記述のうち、誤ってい

るものはどれか。

（１）つり上げ荷重が２.５ｔの移動式クレーンは、自主

検査を行わなければならない。

（２）１年以内ごとに１回、定期に行う自主検査におい

ては、定格荷重の１.２５倍に相当する荷重の荷をつ

って、つり上げ、旋回、走行等の作動を定格速度に

より行わなければならない。

（３）自主検査の結果、異常を認めたときは、直ちに補

修しなければならない。

（４）１年を超える休止期間中、自主検査を行わなかっ

た移動式クレーンについては、使用を再開する際に

自主検査を行わなければならない。

（５）自主検査の結果は、これを記録し、３年間保存し

なければならない。

移 ク

６／８

問２９ 移動式クレーン運転の合図に関する次の記述のうち、

法令上、正しいものはどれか。

（１）合図の方法は、移動式クレーンの運転をする者と

玉掛けをする者とが話し合って決める。

（２）合図の方法は、合図を行う者が定めて、移動式ク

レーンを運転する者をはじめ、関係する労働者に知

らせる。

（３）合図は、事業者から指名された者だけが行うこと

ができる。

（４）合図の方法は、移動式クレーンの玉掛けをする者

が決めて、運転をする者に連絡をする。

（５）合図は、事業者が定めた方法によるものであれば、

だれが行ってもよい。

問３０ 移動式クレーンの使用に関する次の記述のうち、誤

っているものはどれか。

（１）移動式クレーンによる作業方法は、移動式クレー

ンの転倒等による労働者の危険を防止するため、地

形及び地質の状態等を考慮して決定しなければなら

ない。

（２）移動式クレーンによる作業方法を決定したときは、

作業の開始前に、関係労働者に周知しなければなら

ない。

（３）アウトリガーを有する移動式クレーンを用いて作

業を行うときは、原則として、つり上げる荷重に応

じたアウトリガーの張り出し幅を決定し、設置しな

ければならない。

（４）油圧を動力として用いる移動式クレーンの油圧の

過度の昇圧を防止するための安全弁は、最大の定格

荷重に相当する荷重をかけたときの油圧に相当する

圧力以下で作用するように調整しておかなければな

らない。

（５）移動式クレーンの上部旋回体と接触することによ

り労働者に危険が生ずるおそれのある箇所に労働者

を立ち入らせてはならない。



（力学免除者は次の科目は解答しないで下さい。）

（移動式クレーンの運転のために必要な力学に関する知識）

問３１ 力に関する次の記述のうち、誤っているものはどれ

か。

（１）二つの力が一直線上に作用する場合は、その合力

の大きさはそれらの和又は差で表される。

（２）力には、力の大きさ、力の向き、力の作用点の三

つの要素がある。

（３）一つの物体に大きさの異なる多数の力が作用して

物体が動くとき、その物体は最も大きい力の方向に

動く。

（４）作用と反作用とは、同じ直線上に作用し、大きさ

が等しく、向きが反対である。

（５）力が物体を回転させようとする働きを、力のモー

メントという。

問３２ 重心に関する次の記述のうち、誤っているものはど

れか。

（１）材料が異なっていても、形状が同じで材質が均一

である２つの物体の重心の位置は同一のところにあ

る。

（２）ワイヤロープで１本づりした荷が静止していると

きは、荷の重心はワイヤロープの鉛直下方にある。

（３）平面上に置かれた物体を少し傾けた場合、重心を

通る鉛直線がその底面を通るときはその物体は倒れ

ない。

（４）複雑な形状の物体では、重心は２箇所以上になる

こともある。

（５）物体は、重心が低い位置になるように置かれたと

きほど安定がよい。

問３３ 比重の大きいものの順に並べた組合せとして、正し

いものは次のうちどれか。

（１）鋼 土 アルミニウム ひのき 水

（２）土 鋼 アルミニウム 水 ひのき

（３）鋼 土 水 ひのき アルミニウム

（４）鋼 土 水 アルミニウム ひのき

（５）鋼 アルミニウム 土 水 ひのき

移 ク
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問３４ 摩擦に関する次の記述のうち、誤っているものはど

れか。

（１）最大静止摩擦力は、荷の重さや床面の状態に関係

がある。

（２）静止摩擦力は、物体に力を加えていって物体が動

き始める瞬間が最大となる。このときの摩擦力を最

大静止摩擦力という。

（３）摩擦係数が大きくなるほど摩擦力は減少する。

（４）相互に接触しながら動いている物体の間に働く摩

擦力を、運動の摩擦力という。

（５）運動の摩擦力は、条件が同じであれば、最大静止

摩擦力より小さい。

問３５ 下文中の 内に入れる用語として、正しいもの

は次のうちどれか。

「荷を巻下げている場合に急制動したり、玉掛け用

ワイヤロープが緩んでいる状態から全速で巻上げたり

すると、玉掛け用ワイヤロープにつり荷の質量よりは

るかに大きな荷重が作用し、切断することがある。

このような荷重を という。」

（１）ねじり荷重

（２）衝撃荷重

（３）切断荷重

（４）せん断荷重

（５）引張荷重

問３６ 下文中の 内に入れる用語として、正しいもの

は次のうちどれか。

「物体が速度を変えながら運動する場合、その変化

の程度を示す量を という。」

（１）加速度

（２）平均速度

（３）最高速度

（４）瞬間速度

（５）運動量



３７ 直径２cmの丸棒の軸に１１kＮ{１.１tf}の引張荷重問

が作用するときのおよその引張応力は、次のうちどれ

か。

（１） ３５Ｎ/mm { ３.６kgf/mm }２ ２

（２） ７０Ｎ/mm { ７.１kgf/mm }２ ２

（３）１０５Ｎ/mm {１０.７kgf/mm }２ ２

（４）１４０Ｎ/mm {１４.３kgf/mm }２ ２

（５）１７５Ｎ/mm {１７.９kgf/mm }２ ２

３８ 図のような移動式クレーンの作業装置等にかかる主問

な荷重として正しい組合せは、次のうちどれか。

ただし、ワイヤロープについては直線部分とする。

ジブ支持用ワイヤロープ

荷

ジブ支持用 巻 上 げ 用ジ ブ
ワイヤロープ ワイヤロープ

１) 引張荷重 引張荷重 引張荷重( 曲 げ 荷 重

２) 引張荷重 せん断荷重 圧縮荷重 圧縮荷重(

３) 圧縮荷重 せん断荷重 引張荷重 圧縮荷重(

４) 圧縮荷重 引張荷重 引張荷重( 曲 げ 荷 重

５) 圧縮荷重 圧縮荷重 引張荷重( 曲 げ 荷 重

巻
上
げ
用
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
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問３９ 図のように質量１２ｔの荷をつり角度３０°で２本

のワイヤロープを用いてつるとき、使用することがで

きるワイヤロープの最小径は次のうちどれか。

ワイヤロープ 切断荷重
の直径（mm） kＮ{tf}

（１）１８ １６０{１６.３}

（２）２０ １９７{２０.１}

（３）２２.４ ２４７{２５.２}

（４）２５ ３０８{３１.４}

（５）２８ ３８７{３９.５}

３０°

１２ｔ

問４０ 図のような組合せ滑車を使用して４００kgの荷をつ

り上げたとき、これを支えるために必要な力Ｆは次の

うちどれか。

ただし、滑車、ワイヤロープの質量と摩擦は考えな

いものとする。

（１）２８０Ｎ{ ２８.６kgf}

（２）３５０Ｎ{ ３５.７kgf}

（３）４２０Ｎ{ ４２.９kgf}

（４）４９０Ｎ{ ５０.０kgf}

（５）９８０Ｎ{１００.０kgf}

Ｆ
４００kg

（終 り）
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